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千葉県肝炎医療コーディネーター（肝 Co）養成講習内容と肝 Co均てん化の課題 
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国立研究開発法人国立国際医療研究センター 

肝炎・免疫研究センター/肝炎情報センター 肝疾患研修室長 

 

研究要旨：健発 0203 第 4 号（令和 5 年 2 月 3 日）の通知により、肝 Co 活動維持が重

要な課題となった。本研究では、千葉県感染症審議会肝炎対策部会委員として①千葉県

肝 Co養成・継続研修の実態調査、及び「肝炎ウイルス検査受検率の向上及び受診へ円

滑につなげる方策の確立に資する研究班（是永班）」と連携し②全国養成研修講座開催

状況調査を行った。①令和 3年度までは、自治体向け、それ以外（医療機関）向けと 2

回開催されていたが、令和 4年度以降は１回、ハイブリッド+オンデマンド併用となり、

養成者数が急増した。また増大した肝 Coの活動維持のため、継続研修会を 4回に増加

させ、継続率も向上した。②養成研修は 36自治体（77％）コロナ禍後も 3県以外は web

（Live or OnDemand）を利用、講習時間の中央値 3時間であった。講習内容も、肝炎対

策基本指針・肝炎対策推進室/肝炎情報センターの存在・A型肝炎・E型肝炎・自己免疫

性疾患・標準予防策等の講義は、施行されていなかった。今後は肝 Co活動維持のみな

らず、知識の均てん化も課題として、養成講習内容の統一化、webを応用とした継続研

修の回数を増加させ、学習機会を与えることが必要である。 

A. 研究目的 

2016年に改正された肝炎対策基本指針 

には治療薬の進歩に伴い「肝硬変・肝がんへ

の移行者を減らすこと」を目標とすることが

明記され、効率的に非受検者を対象に肝炎ウ

イルス検査を受検させること、拾いあげた陽

性者を確実に専門医療機関へ受診させるこ

とがより急務である。その対策として多職種

による肝炎医療コーディネーター(肝 Co)養

成が全国で勧められている。本研究では「肝

炎ウイルス検査受検率の向上及び受診へ円

滑につなげる方策の確立に資する研究班(受

検受診向上班)」と連携し、肝 Co養成研修の

実態を行った 

 

B. 研究方法 

・千葉県・受検受診向上手法(是永)班との連

携研究 1 ⇒千葉県の肝 Co 養成・継続研修

について調査した。 

・受検受診向上手法(是永)班との連携研究 2  

 ⇒47都道府県に対して、肝 Co養成研修に 

関するアンケート（14問）を行った。 

 

C. 研究結果 

・千葉県・受検受診向上手法(是永)班との連

携研究 1 

 

千葉県肝 Co養成研修開催概要； 

平成 26 年（2014 年）から肝 Co 養成をパ

イロット的に開始、新たに平成 29 年度より

「千葉県肝炎医療コーディネーター養成研

修会」を自治体向け、それ以外（医療機関）

向けと 2 回開催を会場に集合して開催した。

令和 2 年度（2020年）は、コロナ禍の影響

をうけハイブリッド配信にて開催、 

令和 4 年度以降は１回、ハイブリッド開催+

オンデマンド併用している。講習時間に 

規定はないものの、3.5～4 時間（確認試験

込）、任期は 5 年で、この期間に養成・継続

研修を受講すれば 1年更新される。 
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千葉県肝 Coの特徴； 

 

千葉県肝炎対策推進計画に基づいて、54 市

町村の肝炎対策部署に配置するように求め

られており、自治体保健師が多く、異動に伴

い殆どが Co を継続していなかった。増大し

た肝 Co の活動維持のため、継続研修会を年

間 4 回に増加させ、継続率は 50－60％に向

上した。 

 

・受検受診向上手法(是永)班との連携研究 2 

下記の調査を行い、47 都道府県より回答を

得た（令和 4年度対象）。 

 

「肝炎医療コーディネーター養成講習会」開

催回数(A)・様式(B)について； 

１A；2県を除き開催実施（1県は令和 5年

度に再開確認）。殆どが 1年に 1回開催。3回

以上は 神奈川県：3回（オンデマンド）長

野県：5回（live+オンデマンド配信） 

１B；3 県を除き web 配信を利用。現地開

催は 15 自治体（現地のみは山形・宮城・熊

本）。オンデマンド配信のみ 15自治体（32％）, 

オンデマンド併用 12 自治体と養成講習では、

利便性を考慮し録画配信が増加傾向。 

 

養成可能職種（下図） 

どんな職種でも講習を受講すれば肝 Co認定

可能と回答した都道府県は 10に留まった

（令和 5年度から奈良県も可能、岡山県は

患者さんは医療機関での活動実績をもって

条件付きに認定可能）。自県で肝 Co認定で

きない場合、他県で養成講習を受けること

も検討されるが、他自治体を認定可能とし

ている自治体は１府 25県であり、聴講すら

認めないと回答は、10県存在した。 
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養成講習内容（下図） 

講習時間の中央値 3 時間（1.5-6.5）であっ

た。講習内容も、肝炎対策基本指針・肝炎対

策推進室/肝炎情報センターの存在・A 型肝

炎・E型肝炎・自己免疫性疾患・標準予防策

等の講義は施行されていなかった。 

↑赤枠は養成講習会で講義されていない 

 

D. 考察 

千葉県では、会場開催から令和 2年度ハ

イブリッド開催、令和 4年度から 12月にハ

イブリッド開催に加え 1月から 3月にオン

デマンド配信を開始、会場のみ、ハイブリ

ッド開催のみの際は 6－70名であったか、

オンデマンド配信は 150名前後の参加が得

られた。実際、令和 4年度では 27自治体が

オンデマンド配信を利用している。養成講

習内容は新規性に欠けるため、前年度と同

様の内容を配信する自治体もある。その一

方で、養成講習内容には各地域でばらつき

も多く、講義時間の差もあるため肝 Co養成

者の理解・認識度も均てん化しているはい

えず、継続した知識供与が必要である。 

千葉県では令和 4年度で約 1000名弱の肝

COが養成されていたが、令和 3年度までは

養成講習の再受講が必要であったが、令和

4年度からは、肝臓学会や拠点病院が主催

する市民公開講座や肝 Co研修会も継続研修

として、広く肝 Coへ周知し多くの継続者が

確認された。更に、養成講習で説明してい

ない A・E型肝炎の講義が愛知県の肝 CO研

修会での開催案内を千葉県肝 Coに締切前に 

共有したところ、20名が参加した（下図） 

  

更に、3月に脂肪肝をテーマに継続研修を

開催、千葉県肝 Co以外にも全国拠点病院や

産業医への案内したところ、267名が参加

希望、184名が受講され、千葉県肝 Co95

名、千葉県以外の肝 Co34名 産業医 55名

であった。（下図） 

終了後のアンケート調査では、次回の継続

研修希望テーマでは、アルコール・脂肪肝

が多く、加えて千葉県肝 Coは助成制度の詳

細を希望されており、次回テーマを参加者

に調査し特徴をつかむことが必要である。 
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また会議開始前に、FIB-4・奈良宣言の認知

度を調査したところ、全体で 50％の参加に

周知されていた（下図）が、千葉県肝 COよ

り産業医のほうが、認知度が低く、養成講

習内容の重点項目（シラバス）の作成と継

続研修内容の確立が必須と考えられた。 

 

また、肝 Co 活動内容も検査促進・助成制度

周知・受診促進のみならず、啓発活動や肝臓

病教室・継続研修会参加も肝 Co 活動である

ことを周知することも必要である。千葉県で

は肝 Co 養成者に下記のアンケート実施中で

ある（下図） 

 

Ｅ．結論 

 肝 Co養成者数は全国で 3万人以上であり、

今後は養成者数増加のみならず、研修内容に

重点をおくことにシフトすべきである。 

 活動内容も知識のレベルアップも肝 Co 活

動であることも周知することも必須である。 

  

Ｆ．政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

肝炎情報センター研修室長、肝炎ウイルス検

査受検率の向上及び受診へ円滑につなげる

方策の確立に資する研究班の代表者として、 

拠点病院、都道府県に調査を行い、肝 Co の

配置・認知度が均てん化されていない実状を 

報告し、継続研修会の活発化・肝 Co 活動内

容の明確化を提言した。 

 

＜研究活動に関連した実務活動＞ 

千葉県感染症審議会肝炎対策部会委員とし

て養成・継続研修会の企画・開催・講師の実

務を行った。 

また東京都・香川県・徳島県での肝 CO 養成

講習の講師を行い研究班内容を周知し、薬害

肝炎・広島県 B型肝炎原告団・弁護団にも肝

Co活動の現状について講演を行った。 

 

Ｇ．研究発表 

発表論文 

1.井上 泰輔 井出 達也 内田 義人 小川 浩

司 井上 貴子 末次 淳 池上 正 瀬戸山博子 

井上 淳 柿崎 暁 榎本 大 立木佐知子 遠藤 

美月 永田 賢治 是永 匡紹 

拠点病院以外の肝疾患専門医療機関におけ

る院内肝炎ウイルス陽性者対策調査 

 肝臓 64(12) 510-513 2023. 

2.廣田 健一 井上 貴子, 小川 浩司, 荒生 

祥尚, 遠藤 美月, 池上 正, 戸島 洋貴, 末

次 淳, 柿崎 暁, 瀬戸山 博子, 榎本 大, 

是永 匡紹  肝炎ウイルス陽性者対策が急が

れる非肝臓専門科は  肝臓 64(11) 587-

589.2023 

3.磯田 広史, 榎本 大, 高橋 宏和, 大野 

高嗣, 井上 泰輔, 池上 正, 井出 達也, 徳

本 良雄, 小川 浩司, 瀬戸山 博子, 内田 

義人, 橋本 まさみ, 廣田 健一, 柿崎 暁, 

立木 佐知子, 井上 貴子, 遠藤 美月, 島上 

哲朗, 荒生 祥尚, 井上 淳, 末次 淳, 永田 

賢治, 是永 匡紹  肝疾患診療連携拠点病院

における肝炎医療コーディネーターの現状

(第 2報) 肝臓 64(10) 510-513.2023. 

4.大原正嗣 、小川浩司、長谷川智子 、新明

康弘、坂本直哉 、是永 匡紹  眼科外来に肝

炎医療コーディネーターを配置することに

よる肝炎ウイルス陽性者対策の推進 肝臓 

64(6) 289-291. 2023 

 

啓発活動（肝 Co向け講習会） 

1. 是永 匡紹 令和５年度千葉県肝炎医療

コーディネーター養成・継続研修会 2023年
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12月 25日 1月 29日～3月 1日千葉県主催 

2. 是永 匡紹 令和 5年度 東京都肝炎（医

療・対策）コーディネーター養成研修会(期

間限定配信) 2023 年 11 月 8 日～12 月 6 日 

東京都主催 

3. 是永 匡紹  令和５年度香川県肝炎医療

コーディネーター養成講習会 主催香川県 

2024年 2月 23日 

4. 是永 匡紹 令和 5年度徳島県肝炎医療コ

ーディネーター養成講習会 主催 徳島県 

2023年 9月３日 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1.特許取得 

なし 

2.実用新案登録 

なし 

3.その他 

なし 
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